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令和 2 年度　全学FD推進プログラム　第16回大学教育カンファレンス in 徳島

ポスター発表P⑨　13：30～14：00



 

（教員）

・高校ではできないことを体験させていただける

ので、生徒はとても勉強になると思います。

・授業へのモチベーションの向上や、正確な観察

スキルの取得につながる。

・発生をより理解するために、観察は重要と改め

て実感した。

４．高大連携事業の意義と可能性

演者は 年度より今回のような体験入学型

の高大連携事業プログラムを行っている。高校生

や高校の先生にとっては、大学の施設・実験機器

を利用する今回のようなプラグラムに参加する

ことで、徳島大学をより身近に感じることが可能

だろう。演者が把握しているだけでも、このプロ

グラムや演者の別のプログラムを受講した高校

生が、ほぼ毎年何名も徳島大学に入学している。

また高校生には、大学の実験設備を利用して高校

ではできない実験を体験することで、理科（科学）

に対する興味・関心が高まるだろう。さらに実験

に慣れていない高校生にわかりやすく教えるこ

とで、 の学生・大学院生への教育的な効果も

期待できる。したがって今後もこのようなプログ

ラムを継続していくことには、大学としても社会

貢献以上の大きな意義があるだろう。

今後、さらに多くの高校生の参加を促すため、

プログラムに参加した実績を大学の推薦入試等

で考慮することができれば、高校生はもっと積極

的に参加できるだろう。科学や研究に対して意欲

的は高校生が数多く入学すれば、徳島大学の活性

化にもつながると思われる。

５．プログラムの開催時期・案内について

以前は、このプログラムは夏休み中に行ってき

た。しかし夏休み期間には、補習や課外活動、試

験等もあるため、 年度から冬休み中の正月

明けに行っている。昨年度に、それまでマウスの

解剖を担当していた教員が退職し、今年度から演

者一人になった。昨年までは 日間のプログラム

で、毎年のべ 名前後の高校生が参加していた。

今年は 日だけのプログラムであったにもかか

わらず、 名の参加者があった。これはこのプ

ラグラムが高校側に周知されてきたことが大き

な原因と考えられる。実際にプログラムの案内を

出す以前に、高校や保護者からプログラム開催の

問い合わせもあった。また参加した先輩たちの声

を聞いて今年参加したという高校生や、昨年参加

して良かったのでまた参加したという高校生も

いた。プログラムの案内は、今までと同様に県内

のすべての高校と教育委員会、図書館、博物館等

へポスターと案内文を郵送して行った。

このプログラムは、重点項目経費からの援助を

受けて行われた。

６．実験風景
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